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図1：TPP交渉参加への賛否の割合（2012年）

写真1：TPP閣僚会合に出張した際の筆者
（2012年）

写真2：参議院TPP特別委員会で意見陳述
する筆者（2016年）
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易学会奨励賞受賞）
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日本農業経済学会、日本国際経済学会、日本貿易学会等
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際
に
は
、
有
権
者
・
利
益
集
団
の
意
向

や
選
挙
を
含
む
政
治
制
度
等
を
考
慮
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
視
点
を

踏
ま
え
て
、
貿
易
自
由
化
を
左
右
す
る

要
因
の
解
明
に
向
け
た
私
の
研
究
内
容

は
、
以
下
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

第
一
は
、
貿
易
交
渉
の
詳
細
な
政
策

決
定
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
大
論
争
と
な
っ
た
日
本
の

T
P
P
交
渉
参
加
に
関
し
、
最
初
に
提

起
し
た
民
主
党
が
2
年
か
け
て
も
で
き

な
か
っ
た
参
加
表
明
を
、
自
民
党
が
政

権
復
帰
か
ら
3
ヶ
月
で
達
成
し
た
理
由

を
解
明
し
た
の
が
、
拙
著
『
日
本
の

T
P
P
交
渉
参
加
の
真
実
―
そ
の
政
策

過
程
の
解
明
―
』
で
す
。
結
論
は
、
官

邸
主
導
体
制
の
確
立
を
受
け
て
農
林
族

議
員
が
農
業
団
体
を
見
限
り
、
首
相
官

邸
に
寝
返
っ
た
の
が
主
因
と
い
う
も
の

で
す
。

第
二
は
、
国
会
議
員
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
分
析
し
、
貿
易
自
由
化
に
対

す
る
賛
否
の
要
因
を
解
明
す
る
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
T
P
P
参
加
へ
の
反
対

は
、
有
権
者
よ
り
国
会
議
員
の
方
が
圧

倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
（
図
1
）。

そ
の
要
因
を
分
析
す
る
と
、
T
P
P
参

加
に
反
対
す
る
傾
向
が
強
い
の
は
、
比
例

代
表
区
よ
り
も
小
選
挙
区
の
候
補
者
、
特

に
農
業
者
の
割
合
が
高
い
選
挙
区
の
候

補
者
で
し
た
。
つ
ま
り
、
全
国
を
細
分

化
し
た
選
挙
制
度
に
よ
っ
て
、
農
業
者
の

よ
う
な
全
体
で
は
少
数
派
の
意
向
が
反

映
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

社
会
へ
の
発
信

貿
易
協
定
は
多
く
の
国
民
に
影
響
し

ま
す
が
、
図
1
で
も
有
権
者
の
回
答
は

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
最
多
で
、

そ
の
内
容
は
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
よ

う
と
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
取
材
依
頼
に

は
積
極
的
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

T
P
P
協
定
を
審
議
し
た
参
議
院
の
特

別
委
員
会
（
写
真
2
）
や
N
H
K
の
日

曜
討
論
等
で
も
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
際
に
心
が
け
て
い
る
の
は
、
健

全
な
批
判
精
神
で
す
。
T
P
P
等
の
賛

否
が
分
か
れ
る
政
策
に
関
し
て
、
政
府

は
都
合
の
良
い
こ
と
を
宣
伝
し
、
都
合

の
悪
い
こ
と
は
隠
そ
う
と
し
ま
す
。
私

は
T
P
P
参
加
を
不
可
避
と
考
え
て
い

る
一
方
で
、
T
P
P
交
渉
参
加
時
の
国

会
決
議
が
守
ら
れ
て
い
な
い
旨
を
論
文

で
発
表
し
、
国
会
で
も
指
摘
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
大
学
に
移
っ
て
得
た
「
表
現

の
自
由
」
を
「
国
民
の
知
る
権
利
」
の

た
め
に
活
か
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

今
後
の
予
定

2
0
1
8
年
度
の
1
年
間
は
、
本
学

の
在
外
研
究
制
度
で
米
国
の
大
学
に
滞

在
し
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
保
護

主
義
が
強
ま
る
米
国
と
、
官
邸
主
導
の

下
で
貿
易
交
渉
が
進
展
す
る
日
本
と
の

比
較
研
究
を
通
じ
て
、
農
業
を
中
心
に

貿
易
自
由
化
を
左
右
す
る
要
因
の
解
明

を
さ
ら
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
研
究
テ
ー
マ

米
国
の
T
P
P
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
協
定
か
ら
の
離
脱
に
英

国
の
E
U
（
欧
州
連
合
）
か
ら
の
離
脱
。

最
近
話
題
と
な
っ
た
両
者
に
共
通
す
る

の
は
「
貿
易
協
定
」
で
す
。
つ
ま
り
、

T
P
P
は
自
由
貿
易
協
定
、
E
U
は
関

税
同
盟
と
い
う
貿
易
協
定
で
、
米
英
両

国
は
そ
こ
か
ら
の
離
脱
を
決
め
た
の
で

す
。こ

れ
ら
の
動
き
は
、
私
の
本
来
の
専

門
で
あ
る
経
済
学
に
対
す
る
大
き
な
挑

戦
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
経
済
学
の
教

科
書
は
、
各
国
が
得
意
な
物
の
生
産
に

特
化
し
相
互
に
交
換
す
る
「
比
較
優
位

の
原
理
」
を
根
拠
に
、
自
由
貿
易
を
薦

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
は
、
大

統
領
選
挙
や
国
民
投
票
と
い
う
民
主
的

な
手
続
き
で
正
反
対
の
保
護
貿
易
が
選

択
さ
れ
た
の
で
す
。
経
済
学
の
教
科
書

は
間
違
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
が
専
門
と
す
る
「
貿
易
政
策
の
政

治
経
済
学
」
は
、
理
屈
で
は
良
い
と
さ

れ
る
自
由
貿
易
が
現
実
に
は
実
現
が
困

難
な
理
由
の
解
明
を
目
指
し
ま
す
。
私

は
本
学
へ
の
赴
任
前
に
は
農
林
水
産
省

に
25
年
間
勤
務
し
、
T
P
P
を
含
む
多

く
の
貿
易
交
渉
に
従
事
し
ま
し
た
（
写

真
1
）。
こ
う
し
た
実
務
経
験
と
経
済
学

や
政
治
学
の
ツ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
、

研
究
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

研
究
の
概
要

自
由
貿
易
を
巡
っ
て
教
科
書
と
現
実

が
ず
れ
て
い
る
一
因
は
、
T
P
P
参
加

の
よ
う
な
貿
易
政
策
を
決
め
る
の
は
、

経
済
学
者
で
は
な
く
政
治
家
だ
と
い
う

点
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
政
治
家
自
身

も
、
貿
易
自
由
化
へ
の
賛
否
を
決
め
る

T
P
P
等
の
貿
易
自
由
化
は

な
ぜ
困
難
な
の
か
？

農学部
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